
G．GABRI：E：LIの編曲について

辻 井 英 世

　Giovanni　Gabrieli（1557～1612）は，いうまでもなく，16世紀イタリア音楽の最下盛期を

飾った一方のグループ，いわゆる「ヴェネツィア楽派」を代表する巨匠の1人である。サン・マ

ルコ大聖堂の内部構造とそれを利用，あるいは，それに適合して作られた数々の音楽はPoly・

Choral（多合唱），あるいはCori　Spezzati（分割合唱，空間的合唱）などという術語とそれ、

への説明でもって，西洋音楽史をひととおり経たことのあるものにとっては，なにはともあ

れ，印象的なものである。

　とはいえ，Gabrieliを代表とするそのころの作曲家のCori　Spezzatiの音楽を実際に耳に

することはたいへん困難である。その理由の第一は，演奏の空間そのものがサン・マルコ寺院

にしかない，といってよいそのまれな特殊性にあろう。これはなんとも仕方のないことであ

り，また，現在，サン・マルコ自体も，建物そのものはのこってはいるものの，往時の演奏を

再現するにはすこし老朽化がすぎて，とうてい常時の使用には耐えられない状態になっている

ことから，かりに私たちがヴェネツィアに在住したところで，すぐさま，Cori　Spezzattiが

楽しめるというわけではない。結局は適当な会堂，ホールなどで適当に演奏することで，サン

・マルコの空間におけるひびきを連想するより方法はないわけなのである。しかし，近年，た

とえば，ドイツのStockhausenが，　Cori　Spezzattiをひきあいにだして，　Raummusik

（空間音楽）を提唱したりしていることなどから，いずれは，こうした種類の様式の音楽を演

奏するための会場がどこかに建設されることも期待されないわけではない。（Expo’70では，

この種の試みがさまざまなされることであろう）

　この小論は，しかし，以上のべた演奏空間について云々することをその意図とするものでは

なく，困難性のもうひとつの理由，つまり，当時の演奏形態＝楽器編成につよく関係するもの

である。

　ここには問題が2つある。

　ひとつは，最近の砥究の結果，Gabrieli（をはじめとする「ヴェネッィア楽派」の作曲家た

ち）当時の楽器編成と楽器のそれぞれについて多くのことがずいぶん明らかにされてはきた

が，それでもまだまだ推定の域を出ていない場合が多いということ。

　つぎにかりに当時のそのままの演奏形態が完全に再現されたとしたところで，はたして，現

代の耳がそれをよろこんで受けいれるものかどうかということ。

以上である。

　2つのうちの前者については，その研究活動の成果につよい興味と期待がもたれるものであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一33一



るが，だからといって，後者についても，ただちに肯定的であり得るわけではない。

　というのは，古い時代の楽器での演奏からは，なるほど，素朴な奥床しさが感じられようと

はいうものの，その利点より以上に，一種形容しがたいたよりなさと不快感が，私1個人の場

合だけのことかもしれないにせよ，認められるからである。

　もっとも，そうはいっても，このところ市販されているGabrieliのレコードのいくつかは

そのInstrumentationがやや単純にすぎて，ただ金管楽器を合唱のパートに重ねるだけであ

るうえ，演奏もいくぶん濯達にすぎるという場合がしばしば気にならないではない。それゆ

え，明快，壮麗なGabrieliの特色がおどろくばかり鮮明に表現されているわけだが，しか

し，ともすれば，その点のみ強調されすぎるということも起り得るのである。

　以上のような見地から，Giovanni　Gabrieliをいずれの方向にもすぎることなく，しかも，

現代の耳に抵抗感なく訴えることができるようにと考えて作製したものがこの編曲である。

　ここにとりあげたMotet《Domine　Exaudi　Orationem　Meam》は各5声部の二重合

唱という声部の豊富さに加えて，楽曲の規模が比較的小さいものであることを利点として選択

決定されたものである。

　曲は1597年刊のSacrae　Symphoniaeにふくまれるもの，編曲の直接素材は，アメリカの高

名なGabrieli研究者，　Denis　Arnoldの編集による

　　Corpus　Mensurabilis　Musica　12

　　Giovanni　Gabrieli

　　Opera　omnia

のVolume　1（1959）にあるそのままのものである。

なお，これについて当のArnoldは，

“The　whole　of　the　present　transcription　has　been　made　from　a　micro－film　copy　of

the　original　print　supplied　by　the　Biblioteca　Ariostea　of　Ferrara●”とのべている。

　次に全曲で4ページ半の原楽譜のうち，最初の2ページ（編曲総譜の最初の4ページ）を参

考のため掲げておく。これは編曲総譜に3stableずつに分けて書かれているとおり，音と音

画についてはなんらの変更も加えられていない。5stableを3stableに要約しただけである。

　つまり，編曲といっても，この場合，器楽部分の付加編曲であって，合唱パートのいずれか

を取りのぞいて，器楽でそれにあてるということはまったく行なわれていない。

　編曲プランとそのrealizationについては，総譜を見ていただければ一目瞭然のことである

が，蛇足ながらかんたんに触れておく。

　1．可能なかぎり，合唱原譜にある音をのみ重ねることにして，それ以外の音の付加・追加

　　　は極力さけるようにつとめた。
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2．　使用楽器は，その演奏能力が現代的にあまりにも洗練されすぎたもの，つまり，Violin

　　をはじめとする弦楽器，それに管楽器ではFlauto（flute），はさし控えることにした。

　　（弦楽器の，現代では通常の，細やかなvibrato，fluteのつきぬけるように澄みきった

　　音色などはGabrieliの音楽には不向きのように感じられる）

3．　古い時代の楽器では，このところようやく耳なれてきたFlauto　Dolce（Recorder，

　　Blockf16te）と，　Oboeの古い型であるOboe　di　Baroccoを，そのかわり，採用する

　　ことにした。

4．　合奏の主体を占める金管楽器については

　（1）Tromba（trumpet）は，　brillanteであることはもちろんdolceさも十分保持して

　いる通常の「変ロ管」をとることにした。（最近，各管弦楽団は1全音高い「ハ管」の

　Trombaを使用する傾向にあるが，高音の吹奏が容易であるものの，これは音色がいく

　ぶん鋭い）

　（2）Cometto　in　SibはさきのTrombe　Sibよりさらにdolceである。

　（3）Corno（horn）とTromboneは通常のものである。

　（4）Tromboneにほとんど等しい中・低音楽器として，　Eufonium（euphonium）を採

　用した。この楽器は案外知られていないが，金管群のなかでは　Violoncelloに近いよう

　な美しい音色が得られる。．そのほか，Tromboneではときにより困難なLegato奏法が

　せまい2度，3度などの場合，ことにすぐれている。

　（5）Tubaは計3本を必要とするが，すべて実音で書かれている。第2合奏の2本はでき

　ることなら，大きさの異なるものがのぞましい。（たとえば，in　Mibとin　Sibというよ

　うに）

5．木管楽器で他に用いられているのは，通常のOboeとFagotto，それにClarinettoと

　　Clarinetto　Bassoの4種である。これらのうち，主にOboeとFagottoが表面に聴

　　えるようにされており，Clarinettoは，この編曲では，1種の埋草であって，　Solo性

　　は与えられていない。Clarinetto　Bassoも木管部分低音の補強である。

6．Coro　I　（第1合唱）側は音域も高いことであるから，3本のTrombe，2本ずつの

　　Corno，　Trombone，それにTuba　1本という簡潔で均斉のとれた金管合奏と，　Flauto

　　dolceを高音楽器とする木管合奏を重合させることにした。その点，　Coro皿側は音域

　　が低いゆえ，Eufonium　2，　Tuba　2と，それに比例して，低音位での重厚さと，いく

　　ぶんなりともの豊かさが音色性のうえに求められてある。金管高音楽器にCornettoを

　　あてたこともこの方針にしたがうものである。唯一の木管として，Oboe　di　Barocco

　　を高音旋律楽器として援用した。

7．OrganoはTuttiのとき以外は，その木管性に注目して，どちらかというとCoro　I

　　側に傾けてある。

8．　特殊楽器の代替は，Oboe　di　BaroccoをOboe　d’amore（または，通常のOboe）に
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替えるくらいでとどめてほしい。Organoをel㏄trollicな機構のもので代奏すること

をはじめとして，Flauto　dolce→Flauto，　Eufonium→Tromboneとすることなど，

あまり歓迎されない。もっとも最近はTrombaとCornettoはその音色が非常に近づ

けられているものが多いから，この場合は，それを固執しようとするわけではない。しか

し，Trombaで代表することがまったく困難なほどやわらかで美しい音色がCornetto

の本来の姿であるから，可能なかぎり，本来の音色をもつCornettoを使用すること

がのぞまれる。

　以上が編曲プランの既要である。

　この曲はacapellaの合唱曲として演奏することが十分可能であるし，また，合唱なしに

Doppia　Orchestraの楽曲として演奏されてさしつかえないよう考えられている。ただし，

CoroとOrchestraの部分部分を組み合せることは絶対にさけてほしいことである。

　なお，原合唱楽譜になにも書かれていないことでわかるように，Dynamik（強弱）指示ほ

かの記号・標語の指定はすべて編曲者の責任に帰するものである。これも含めての叱正の数々

をいただければ幸いと考える。

　最後になるが，演奏開始の導入はしばしば行なわれているように，OrganoのSoloで呼び

おこすことが最善の方法であろう。それにはOrganistの即興演奏が歓迎されることはもちろ

んであるが，その他の方法としては，GabrieliのOrgano曲からとることがすすめられる。

Dalla　Libera編のG．Gabrieli：Composizioni　Per　Organo（2　volumes，　Ricordi）などに

は，OrganoのためのIntonazioneやToccataを数多く見出すことができる。編曲総譜の

最初の余分の1小節は，このような場合を予想して，その最終の和音を書き入れたものであ

る。
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Sacrae　Symphoniae

＜＜DOMINE　EXAUDI　ORATIONEM　MEAM＞＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dal　salmo　n．　101，　1－v3　（Vulgata）

Composto　da　GIOVANNI　GABRIELI　（1557－v1612）

　　　　　　　　per　Doppio　Coro　di　Dieci　Voci

Riveduto　ed　Adattato　da　Eisei　TSUJII

　　　　　　　per　Doppio　Coro，　Doppia　Orchestra　ed　Organo

VOCI　ed　ISTRUMENTI

Coro　1

Orchestra　1 f
L

f
I1　Tuba
K

L

Sopranor
Soprano

　Contralto

Tenore

Basso

2　Flauti　Dolci

2　Oboi
　2　clarinetti　in　sib

1　Clarinetto　Basso　in　sib

2　Fagotti

3　Trombe　in　sib

2　Corni　in　Fa

2　Trombone

Organo

Coro　1

Orchestra　E

Soprano

Contralto

Tenore
Baritone

Basso

［1　oboe　di　Barocco

r2　cornetti　in　sib

2　Corni　in　Fa

2　Eufonium

2　Trombone

2　Tube

J

一39一



一

一

．
一

［

一

．
．
＝
＼
4
．9

（
「

7
」
、
二
一
・
・
乙
a

一
1
1
　
　
匹

．
＝
二

7

一F

曹
　
曹

一

．
（

3

～

1

一

冒

一

〆
）

一
一

叩
戸
〆

’
，
｝
一
≡

＝
…
咋
「
＝
＝
一
≡
一
．
　
　
一
　
・
　
．
巳

ヨ
τ
｝
　
　
　
■

（

げ

恥
師

一

一

一

一

一

h
，
り

痂
［
4
戸
【

》

…

　一

味
障

（

@
H

（
’…

ハ
・
　
馳

ρ
．
　
巳

（

（
．
一

（

▼

（
k
u

（
．
e

〔
．
￥

（
索
「

（
、

（

山
D
り
（

j

（
洲

（

σ
‡
）
昌

｝
一
（

（

（
ほ
．
　
r

（

ρ
」
「
．
、

’

9
　
（
月
幽

’

…
’

0
「
．
“
’
　
，
．

」
　
タ
闘「■

n
”

…
…
「
1
、

」

月
　
，

、

盈
ρ

ﾏ
④
・
ρ
7
川
田
J
，

卍
ノ

陽．

f
、
、

Ω
F
．
n
’
．
、

’

（．

f

6
！

，

∩
’
引
…
「
．
　
．
」

【
旧
’
「
…

．
o
小
8
」

ρ
魑
一

．
ヲ

、
，
’

隔
ヲ

■

，
．
引
り

9
訓
m
￥
～

　
n
．
　
”
　
一
ー
ー▼

e
r
　
O
岬
　
雪
識・
㌧

k
O
9
鴬
触
臼
2

ー
．
昌

．
引
し
O
Z

．
o
譜
穐
F
乙

8
　
　
「

夢

段
画
㎡
叶
C
Z

伽
甑
、

庚
U
T
2

一　40



，　1》
【o　雫 　　　　　　　　　　　　　　　　　・пE・　　　　　P・’　ρ一’一 一　ハ蒐 ‘　r　　暫己鴫　r

@　　I
，」’

@「
o　　醇 r義　・　・てrL

@l
・　o　曹

@1
，じ

L 一
．　　　　　　　1

一

しn ’一 P g　　　　　　　　　　　　　　o
．　　　　　　」 ▼ 一

．　　　　■ 「8 －　　　　　　　　　， ．　　　　　　　　」

@　1’
　　　蜀

黹S或 ・捌・丁丁酒F
　－C　暫6巳　■
〒一霊層

．彪，’，’

’　　　　io．

@　　Or

．み．　』，9

E而1　－11｛1
，」＼→イ
。；ノー一へ1一

．∴ρ齢

1　　　　　　　　　　　　　’
．　　　　　　　　　　　　F

一
．　，　　　　， 1　巨 一 1

o… 1
r ， 一 1

一 働e　±
　　　1■r一門ウ　I　　　　I　　　l　　　　　　　　　　　．弓n、　P9．　　一　　’一一　．開　　c一

，冨齢　， 一’一’

1

8θ　鴨 　1
EPA・　Ft‘・ ・　9　曹 の7｝

－
．　1 n 1 ｝　　　　　　　　， L

ナ 9 ．　　　　　　　　　1　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
9 9

「－

，1

　．齟噤C　。。二一　一【r　一山‘　②一 響翼a鱒　曹　．一　　　　「 ＿♂♂
o　一 一　r▲　　r　　↑ボ　一 　1C　9　　一 　幽

黶@no噸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳
黶@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　π

」，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

’

l　　　　　　　　l　　　I　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■A　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧
f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　＿■

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

一41一



　　　栂’聡
；eづ」

思

；tc［t．　一　i－Ml　“r

　荊‘　　　　　　　　　　　　　》一

　　　aJ」　　　t翼
　　嘱亀4　9e

唄．　偏♪岨，」ひ・．L’い験・…

4

Eljiiiiiii－iiiiiiiiiii
一一AV一一”一”’一”一””一一一

｛
、　　　　　1　瀞’咤ρ虻　」　．　　、　・（・　　　，（一　　・
」ヲ　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　’　　【　　　」　　L　　隆　　　　　　　’　　「　　　　　　’　　　　「　」「レ　　『’

一　　　　　l　　　I¶ヅ㌧一斗1。一。l　l蚤　　　1
　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　・　7　　　　晶　　　　　　　　　　　　　　1　塵

’，． @　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　’㌦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

一　　　　I　　　　l　　　I　　　　．一．
　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．A　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

一42一



・9 3　F’ ンー 〉F 1； ，　r　　，　　’

Fk I　　　　I 圏 1

　憎鳴
e

亀　　一　》⇔　　一　　5竃・・

e　　．璽げ囎「　　鴨 ・i幅

f臥　曹　　・　cドー糟願

TA冒　　，　・置幽●願

．尋馬

摯C　　　一　　　一

黛 ｝ 馬脚嚇

Q艦｝9
虚 6 ’顎Fh

一

．　　　　　　　　　　翻　．　　　　　」 画
1

’

‘

’　ro胴

P，顔　　　＾
7　＆v
」
・
一

一」：濯u’　一 ’‘L冒

h・・

㌧．で一下

@　頑職・ ・葦葺一 i酬斗 鴇
@　　　一

　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　” － o ト　」・
”

．　　炉
’ 一　．　　　　　　．

@　1
一

1．肺　　」　　直1．．．，
一
一tと5 丈。鼎．，L ，象」　，

曹　轟晒 』 帆｝

fret，．

ノ
一　P「 攣 町喫 》o， ．脆一　甲“い f．胴伽． λ　r 一ソ QP’ 一tへ、

そ
い
1

　・・∴’n　　↑1」一

g　h　［　　1
，　A－

@1
　A　　　　願哩　｝

s　　1
1 Il I　I

1 F 1 陵

1：旨
1　　　冒 ・ 1　　　一　． 1　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　暫

’ ．匹吟

鼬福秩v●

　「＆A

T1試
1・。．r．¢一

@　1r¢

　．「‘Pρ飼．　1’塵一 メ寛、エt、　・r鴨「　・1鴎＝ 　γト。・｛　』…

，

τ軋．

vレ

．．し，一

ｻ・’一1煽

匹へ・

`

↑楓．

P仙曹

－｛．阜柔二毛一1、． ．．「い

@，

　段　　艦G二＝＝ア」M¢5，　　　　　　，

』、
●　． F’ 「9 ．．　　圏慶

．　　也 昌　　－L　　　　　　　■ 「 － 冒　　　　　　　　　　　　冒

層1

一
L一@　晒，

Tざ

84　　　→馨 　り。　一
fP’「「P

r　“圏r　　I．昴て　＝

ζ
幽

晒9h 一 1へ　＿　7をF・

γ

こ　℃魂，

　　　　　　i晦
鼈黹q＝＝一■一 @　冒

、
1 ［ 1 1

冒 一 ■　　　　一 ， 1　　　”
－

曽　u～
‘4 「巳 u●　r 一闘一．Lt乙 A，門

ムー
■　7曙r層 　．

C　tへ冨 暫　一　「oミ　一
　冒　　　　　　　匿

a@曜ざ，q帆　　てい　曹 一　」隔 乱　　　　　　幅‘　ち

一”
Dt

層

ノ壷．．一一∫　訴…一　　、 ‘ ‡「 † 典 1 己z備手
@7　．．　　　9　　　　　　膠　　　　層　　． 一

＿　　　　　　　　　　　　＿一＿　1

F 「　一

’

4昂d　　一覧1 」 1 「 ，
一

1
1　　　　　　　　　　　　　　　　」

@　　　　　孟．晒．
一

1
9
『

‘ ，　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　「‘

二一 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 一 ．‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　7

♂

｝∴1．．躯．・1］ 　で
ｼ．チ

1

へ．
1，A一

1 1　一　　　「
@　　　　　　　∴同・．’｛、『

巳嘔　　　　　　暫　　　　　　　・　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’　　　　置　　－ 一　　． 一 ・

〆 一　一　　　　1－一　　　　　　　　，　　　　圏 1 1 1 1

r
趣z ‘

，一
， A A

A　　■ 暫　8 一 「昌 一 一

ノ 口 u

’擁，．

【，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
唱

膠 ニ
ヲ
’ ； 4 葺

コ 4
…

雪
ゆ
ま
．
3 写　　　；　7㌔葦

「
f　6．

・
1

． ．（ 回田・1一阯
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 巳　　．

健 一
一 〔． @醍　　b 9 判

曇．　士．畳
7　　　．＿　　璽　　曇 ■ ’ 雨　　一

“ 1毒・
÷ 重

｝ゾl

@f 「習1
己
サ

』；ぞ1 「

” ． 冨

， 昌　　　　． 一 r

州∫
，
1

1 十重

， ．

！ ρ
「 1

‘ 7 ‘ 9 「　　　　　　　　　　9 ＃ ・ずノ

一　43



　　　　．一．dC

，，臨騒9輪隔　　餌●　　潜．．一

　　　　　　　　y八1

”fノーへ
i’：　一

t－rt

｝一ir

一

　　　　　　　　へ

一“一



1 ，”轣@4．1

一
ρ・セ／。，　　　　（ 月　　　　　　6　　　く

イ［酉

パ　〉㌍ 」　　r　　　　　　　　I ，　　， β
1　’ ［　F　　　　　　　． 1　， 自 I

r
F　匹　　　撃 「’　　　　　　　［

F1．弓、 一　　　　’ 1　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． 1 ， 1
、 1

り

ih　一

「　　　一　　1一し1♂一＾＾＾・　鵬c1　　　　　｝一一 　　　立一，，．ヒt．曽

P弓雇　1　　　1
一　　　　一　　　　一　靹層．

謂xh　－　　M覧

i鴇

ﾋ

「1賦’‘縞一一「画し

4～一
｝

ズ
‘～ L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　一 7 ’昌

「

タ ヒ 1　　　　　．　　　　　　　　冤
虚　　　　　　　　9 r　　　．　－ ．　　」　　　　．

1　『一 i
モ
孚

　†
ﾌヂい」モー

．∴，，と； 　　・巴　・r　　　「一　　r璽隔

ﾋ1・∫　3　　　　←
～』一トコ・，＿

1「φ’

D4円
　　→　　　†　　　　　φ

秩E4一‘…「、噸　　」．d’

@　　」
一
ぎ
　　　一p■一ぶ↓

．、． ’　　寧 痒　　　・　F 3
1」　　　　　　　‘ 1’幽 ββ

8　　一 ， 1　7　　　　　　　　邑 ， 、　　ナ φIF『 F　F　　　甲 ．　1

、

帽
α鴇　　　　一　　　　　r．旧 t駄魑　　　　　　魑　L靹＝

；
と レ　　1　　　　’

�?黶s」｝　pi炉‘ 占＿

4

一
∫ 1ハ1；こ．∩

・　　・

’距　　「　　1 冊

h　h

L　　　　　　　　　　　　　■　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

@　　1
7

、　　一
I　　　　　　　　　r I　　　　　　　　　　　l

巳巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

聖

ρ 雪1 峯≧≦ ‘ J　　　　I戸
，F

9

ヒn
F 7 o

！

1・β

し　一1　．　　　L　i　i

黶A
義ユ9

鮎
’
　
L

A　「

．’ ．　　　　　　　　　　　　　「 7

ナ

ρ

響

苓・
● で「

．　n　　　「． ’ ’
7 【　　　　　　　　r

u

・　　　　　1・　　1

ゆ
o ，

遵一デ峯－　冒 ’ 「

う…

薩　　　　　　　　　　」
声　　　　　　　　　　　　．

r

π

‘　」
旨　”

「’　　l　l

・毒圭韮藝≧垂≡麺≡≡一≡≡

｛
．一．一．．一．．．一i’

一45一



tt　’

鳴●

tGttc

x

c　　　q脆艦
¶”へr●，o　「●鷺」　　　4●

　　　「晒醜　騨　‘唖鴫　　　　　 ¶r6

tc

t一’

， 1

一
、／．1

＼一
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ 　　　1　　　　　　．黶@1「i’n
響

． 冨　　　　　　． ’ 巳　　　　　　響 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　，

コ塞惑’　　　　i pL 1　巨
・，劇巨

． 1

「
■

L 冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ ■　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　D

1 1
巳

　　　　　．
【

．垂，
■

一46一



　　　　　一1◎曹・塵↑’　　　　　　　　　　　L一藍　　㌣霊レ　　　　　　　a＿　　　　　　　vq峰　　　　　　　 ¢II

し
．，　：　．　一IF　i，　一1’

Vt一　’ DCo　．一tL　一一“r’

一e’‘”　f4．．　一，．g：’　1：

le一　一g一 一’

りe　　－1。曹い＿†ep， ヒPCtt　し
　　》o曹 一la一　一’　一t“t f　e一 一t“w一 et

／β 、、ノ／

一 ／ 一
∫

／一 　層D
，

≠ 毫
’

，
匠 「

．

’
i E

’

β
1”ノ

．一〔 ．一強 チ 冒

．、F 巳 1．一 ． 」

－　「　置－ ’

．3魔門ρ ‘レ9「f
1 8 1 1

奄 門
1

＝∈θ 冨　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「． ● 一

9
え
・
n
j

〃，ρ

r．

‘Fρ；6

層

閥馳
．1

．Eh 醜

」　’」”’

、り

寺

」　【，で「㊤、

』。 5
ユ 6 ！ o

．
1㍉’ 9

ヒ
旱

9

て

冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一

■

l　　　　　　　I　　　　　　　l

一47一



鴻　　申　，∫　　　　　　へ 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ ∬　　　　　　　　（
@　　　　　F

o ’マ　≡ 《 A
」チF τ

一　・　　　　　，『　F
@’　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　［　’

ρ　　　　　　　　　畳
凋　f

’ 「 田
l　　　　　　F　　　　F　　　　　I　　　　　　噛

巳　　　　　， 目 馳　　， 1 1 1
1

’　縄・　6●一1調i」・・’
氏@　　，fp－7．＿塵　『

　　uL－　1昌’．℃r．　　　一
黶@・1昌凶・・；筆‘’1噛｛宰’

㊤　曹　　　　　　　　　冨職眺　一

@　、　∫チ　●1一
－
賢
軸
」
＿

一　；

至
翼
」
ド 毎

断。　，

�B

『　　　　　　　　　　　　凹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． ．　　　　1
1 1

1　　　　A

＝角　　H響　5　撃　－ ．　」　　　　　、　圭　→　　　　　　　　　I　I 』　　　　「
「　　■ 垂 刀 1　＾ i

1
， ‘’口 @　　”　　．，，」二 レ「’1　　　1 と 「」’ 齢璽　9

鵡甦’ll冒塗…　， ．＿・，・厨一三。三二．＿、、． 　　　　　　一D』ボ　、　2・一 ・・ﾟ一 ’」芦 〃
精●　，

A　■　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　　　　　　　　　　　． ．　月　　　　　　9　　　　　　　　　1 ．　　　　　　　　　　’
1

L　監’
1
1

8　　　1　　　　野　　　　1 I　P　　　　　夢　　F　　I　　　　　　　　　　　「 F
．　　． F ．　　　　　　　LJ

1
．

－　掩，頴・．｛・．置
1　　　一　　・　　　　　渉i・。＿　一L＿．8　脅εレ　　　　　　　建一

　層
a@冨駄協　＿ 一 9」， mo．

4
，　n ’　　‘‘

一
・ ● 一　　　　　　A

，一一9　　　　　　　　　　　　　8

へ A 3

建　　．　　　　　，　　． 1 1 ．　　　　，　ド　　　　1　　　9 聖　　　　　1 昂　　1　　　　， F

．　一、

F巳 l　　I I　　　　　I　．　　1　　　　　　　’　　　　　1 ．＿P
1

f

己’幽 A
　　目
ｩ一i　　’　”　　　7へ

ハ

A A ハ o
8

1 」 歳　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　、・ o… 1 r
’ ．　　　　　・　　　　　●　　　　　D　　　　　　・　　　　　， 「　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾 1 F F o

響　　，：u
f ”噌モ　亭　　．

7　1 ］・一一　1ミヨ1． 「
1 ，

nO ，巨仔甲 ，　　伽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吐　　　　　　　　　　　　　　　　　吐
ヤ　　　　」

る
7　　7一

■　　　　　． 1　　　．　　　I　　　　　　　　　　　　　　r　．　　　　　　　1　　幽　　　．
@1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　「

．

σ
，　一　」　　　　　　　・　　　　　　＿ 」

胴　”H　　　　　　　『H　　　　I」『．
曜　　　　　　　　　　　　　　　▼
w 嵩…田’

�x当

“　　　，　．　．　　．

@　　　　、

》
モ　．　▼

@　　　　　　　　　P

　　　o昭　　　　　　　　　　》

’．

1 1 l　　　　　　　　　　　I　　　　， 1

　　　　「　．
1 6　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　．’ ”

1

’ ▼　7　．　・　・

A
l

o肖 h†　晶　』。　　　1
峯》　　　1 害

A
尋
Ψ

A
翁≡ 　　．　　　　　　　　　一

C

P 一　　　　　　　　弔 層　　　　　　　　　1　　　　L　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

@　「
’

，　　r 1　　　　　「　　　　　　　　　　9f ‘　　　　　　　一’ ▼
’ 1　、　　　　邑

「 “　’　　【　　　　1　．　　　　　　　　　　　　　　． 1 一1　　　　　　　　　　▼． ●

、 r　　　一 ” ■・ ←一1． 1　　　．’ T Ψ

’　　6「

　，
fがイ

’↑■　　　　7
一
9 ’

7
一7　一一

�@　　＃ 轟轟
＝
． ＾∬

X

へ
十

I　　　　F　　　　ρ　’ l　　　　　　　　　　　　r　　　　　、 ［ ， 「’

「型 5
1 1，テζ唖・一

，　　　　L ’　　　　　冒

’好．　　． ＿　　h　， ，　　　7 1

’一
》 A ハ

F 「
A ，　　　　　　　　　　　　　　　・

P
●　r F

「　　　　　”　　　I　　I　　　　　I 2　　7　　f　　　　　． I　　I 」
脚　　　　　　　　　　　　　　　F

F 」 レ

，
　
θ

一ト響，∴《 　F
C　　　　，　　　　戸　　　　《

匠
畜
ぐ

　　　　A�ｪ　　rr　　I A
」

ハ

「 7髄’　　．　　．　訓臨 ’　』． ．d’ @　「　　　騨
臼

L” I　　　　　I 「　　’　　I　　I　H
’　． ．　．　　　　　　　　　　　1 F

」

．．騨二二3
｛．、∬。6

書
llま． も㌧4／嵐 千

1
弔 2

島… I　I　　I 暫　　1
r

．6　　　　”
「

ノ
F 1

脚

「　　　　　1

〆隔∫ ’、 窪

一
）
δ

7　　A　　　　　の　　　　　爲　　　　　　　● 9　　　　　　　”　　　1　　9
’閣

’ 「　　　　　　　　　　　冒　　　　　　■ ．　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　「　　　　　　I

@　　　　I
F F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

k

r

、 レ　」一一1
墜

1
一

me， “t．　“o．t：．　tcr． ve　．　一　le－ct　一　＋tp e一　　　一メ“L5 ai 幽　M●，

E－iiEEEEiiii

一一
み　， A一亀ﾏ

．澱　　　　　一 A A （
o

「 5
．　一　　■ “I　F 1

←　　　i 璽b　　　　　　．　一 i」d ヒL’． 「
闘　　　　　　　　　■　　　　　　　　「 ■一 1M 1　’　　一． 引 7　　， 」　　　　圏 I　　I ， 昌

ヒ9　　　　’　　　　9 圃 1 1

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」 ”
1∈・　繭 ヨ

奪 韓季
．　　　サ
P一．　　　9　， 　二
H聾 事 ，

曇

刈 匹
‡

■

δ
ユ

毒毒ヰ 畠
1芋 1

’ 「

I　　l　l　I
’　　　　　　」　　　　　「 1　　　’

P
1
．

匠
．

ナ
■ ．

1

ρ　　　　　　　　　　　　　　1

e…　，
一 F　　　　I　l　　I F 1

」
lo コ 1 i

1 1 ．　7

@亀
■　　　　　．

戟@1
［ 司

7

一48一


